28　次の文章を読んで、後の問いに答えよ。ただし、設問の都合上、返り点・送り仮名を省略した部分がある。	〈大阪大〉　二〇一五年度出題

　 ＊中　山 (ノ)　某　氏、聚 (あつメ)㆓ ＊亡　命 (ヲ)㆒ 為 (シ)㆑ 盗 (ト)、往㆐㆓来 (ス)　＊江　淮 (ノ)　間 (ニ)㆒。（１）未　嘗　掠　農　舎　鶏　犬・ 賈 (＊)　舶　子　女、必 (ズ)　廉 (しらベ)㆓ 某　州　某　郡 (ノ)　吏　之　
＊沓 (むさぼリテ) 而　狼 (らう)　戻 (れいナル) 者 (ヲ)㆒、中　夜　至 (リ)㆓ 其 (ノ)　家 (ニ)㆒、擒 (とりこニシ)㆓ 其 (ノ)　主 (あるじヲ)㆒、＊反㆐㆓接 (シ)　于　柱 (ニ)㆒、盗 (ハ)　坐 (シ)㆓ 堂　上 (ニ)㆒、（２）令　持　刀　者　刲　其　脂　肉、反 (かへツテ) 啖 (くらハシ)㆓ 其 (ノ)　口 (ニ)㆒、問 (　ヒテ)㆑ 之 (ニ)　曰 (ク)「痛 (く)　楚 (るシキ)　乎 (　やト)」。主　哀 (　なキ)　吼 (さけビテ) 曰 (ク)「痛 (く)　楚 (　るシ)、痛 (く)　楚 (　るシト)」。盗　曰 (ク)「汝　割 (え)㆐㆓剝 (ぐルハ) ＊民 (みん)　膏 (かうヲ)㆒、痛　亦 (タ)　爾 (かくのごとシト)」。悉 (ことごとク) 取 (リ)㆓ 其 (ノ)　財 (ヲ)㆒、置 (キ)㆓ 諸 (これヲ) ＊通　衢 (くニ)㆒、使 (メ)㆓ 民 (　ヲシテ)　争 (ヒ)　取 (ラ)㆒㆑之 (ヲ)、殺 (シ)㆓ 其 (ノ)　主 (ヲ)㆒、焚 (　やク)㆓ 其 (ノ)　室 (ヲ)㆒。
　 ＊楊　子　曰 (ク)「（３）＊繡 (しう)　斧 (ふ)　不 (　ルコト)㆑ 聴 (さばカ)㆓沓 (＊たふ)　吏 (りヲ)㆒、久 (　シキ)　矣 (かな)。而 (　シテ)　盗　能 (　クス)㆑之 (ヲ)。殲 (ころシ)㆓其 (　ノ)　＊魁 (くわいヲ)㆒、而　不 (　ルハ)㆑ 逮 (およバ)㆓ 其 (　　ノ)　＊孥 (どニ)㆒、仁　也。窮 (きはメテ)㆓＊帑 (ど)　蔵 (ざうヲ)㆒ 而　還 (かへスハ)㆓之 (ヲ)　於　民 (ニ)㆒、義　也。嗚 (あ)　呼 (あ)、（４）盗　而　仁　義、謂　之　盗、可　乎。不 (あらズシテ)㆑ 盗 (ニ)　而　不　仁　不　義 (　タリ)、謂 (　フハ)㆓ 之 (ヲ)　不 (あらズト)㆒㆑ 盗 (　　ニ)、可 (　ナランヤ) 乎。＊菫 (きん)　之　毒、能 (ク)　殺 (シ)㆑ 人 (ヲ)、亦 (タ)　能 (ク)　治 (ス)㆑ 病 (ヲ)。医　之　良 (　ナル)　者　使 (フ)㆑ 之 (ヲ)。盗　能 (ク)　殺 (シ)㆑ 人 (ヲ)、亦 (タ)　能 (ク)　攻 (ム)㆑ 盗 (ヲ)。亦 (タ)　顧 (たダ)　其 (ノ)　使 (フ)㆑ 之 (ヲ)　者 (ノ)　如　何　耳。吾　故 (ニ)　志 (しるシ)㆓ 其 (ノ)　事 (ヲ)㆒、（５）使 (　メントス)㆓ 用 (　ヰル)㆑ 才 (ヲ)　者 (　ヲシテ)　聞 (＊)　知 (シ)、勿 (なカラ)㆒㆑　俾 (しムルコト)㆓ 吏　者 (は)　不　仁 (　ニシテ)　而　盗　者 (は)　仁 (　ナラ)㆒ 也」。	
（楊維楨「中山盗録」による）

＊亡命──故郷を逃げ出したものたち。
＊中山・江淮──中山は今日の河北省定県あたり、江淮は今日の江蘇省あたりを指す地名。
＊賈舶子女──商人の子女。ここでは営利誘拐を念頭に置いていう。
＊沓而狼戻──欲張りで狼のように凶暴なもの。
＊反接──両手を後ろ手に縛る。
＊民膏──民の膏血。膏は脂の意で、労働の結晶。
＊通衢──四方に通じる大通り。
＊楊子曰──楊子は作者の自称。「楊子曰」以下は、事件に対する作者の論評。
＊繡斧──巡検使。官吏の汚職を取り締まるために皇帝の特命を受けて地方を巡察する高官。
＊沓吏──汚職する役人。
＊魁──おやだま。
＊孥──妻子。
＊帑蔵──所蔵される金品。
＊菫──トリカブト。毒薬になる。
＊聞知──聞いてよく理解する。


問１　傍線部⑴「未嘗掠農舎鶏犬・賈舶子女」は「いまだかつてのうしゃのけいけん・かはくのしじょをかすめず」と読む。この読み方にしたがって、解答欄の原文に返り点を付せ。

問２　傍線部⑵「令持刀者刲其脂肉」は「かたなをもちしものをしてそのしにくをえぐらしめ」と読む。この読み方にしたがって、解答欄の原文に返り点を付せ。

問３　傍線部⑶「繡斧不聴沓吏、久矣。而盗能之」を現代語訳せよ。

問４　傍線部⑷「盗而仁義、謂之盗、可乎」を、すべて平仮名を用いて書き下し文に改めよ。

◎問５　傍線部⑸「使用才者聞知、勿俾吏者不仁而盗者仁也」はどのようなことをいうのか。「用才者」が指示する内容に留意して、わかりやすく説明せよ。












【解答と採点基準】
問１　未三嘗掠二農舎鶏犬・賈舶子女一
問２　令三持レ刀者刲二其脂肉一

問３　Ａ巡検使が汚職する役人を裁かないことが、Ｂずいぶん長く続いていることよ。Ｃそして盗賊がその裁きをうまくできている。
Ａ＝３／Ｂ＝３
Ｃ＝４〔「之」の内容が書かれていなければ減点２。〕

問４　た (（と）)うにしてじんぎたり、これをた (（と）)うといふ (（う）)は、かならんや

問５　Ａ名医がトリカブトを活用するように、Ｂ役人を任用する者は人材を見定めうまく活用して、Ｃ盗賊ではなく役人が仁義を行うようにさせるべきだということ。
Ａ＝３／Ｂ＝３
Ｃ＝４〔「役人が不仁で盗賊が仁とならないようにすべきだ」も可。〕













【書き下し文】
　中 (ちゆう)山 (ざん)の某氏 (ぼう　し)、亡命 (ばう　めい)を聚 (あつ)め盗 (たう)と為 (な)し、江淮 (かう　わい)の間 (かん)に往来 (わう　らい)す。未 (いま)だ嘗 (かつ)て農舎 (のう　しや)の鶏 (けい)犬 (けん)・賈舶 (か　はく)の子女 (し　ぢよ)を掠 (かす)めず、必 (かなら)ず某州 (ぼう　しう)某郡 (ぐん)の吏 (り)の沓 (むさぼ)りて狼戻 (らう　れい)なる者 (もの)を廉 (しら)べ、中 (ちゆう)夜 (や)其 (そ)の家 (いへ)に至 (いた)り、其の主 (あるじ)を擒 (とりこ)にし、柱 (はしら)に反 (はん)接 (せつ)し、盗は堂 (だう)上 (じやう)に坐 (ざ)し、刀 (かたな)を持 (も)ちし者 (もの)をして其の脂肉 (し　にく)を刲 (えぐ)らしめ、反 (かへ)つて其の口 (くち)に啖 (くら)はし、之 (これ)に問 (と)ひて曰 (いは)く「痛楚 (く　る)しきや。」と。主哀 (な)き吼 (さけ)びて曰く「痛楚し、痛楚し。」と。盗曰く「汝 (なんぢ)民 (みん)膏 (かう)を割 (え　ぐ)剝 (ぐ)るは、痛 (つう)亦 (ま)た爾 (かくのごと)し。」と。悉 (ことごと)く其の財 (ざい)を取 (と)り、諸 (これ)を通 (つう)衢 (く)に置 (お)き、民 (たみ)をして争 (あらそ)ひ之 (これ)を取らしめ、其の主を殺 (ころ)し、其の室 (しつ)を焚 (や)く。
　楊子 (やう　し)曰く「繡 (　しう　)斧 (ふ)沓吏 (たふ　り)を聴 (さば)かざること、久 (ひさ)しきかな。而 (しか)して盗之を能 (よ)くす。其の魁 (くわい)を殲 (ころ)し、其の孥 (ど)に逮 (およ)ばざるは、仁 (じん)なり。帑蔵 (ど　ざう)を窮 (きは)めて之を民に還 (かへ)すは、義 (ぎ)なり。嗚呼 (あ　あ)、問４盗にして仁 (じん　)義 (ぎ)たり、之を盗と謂 (い)ふは、可 (か)ならんや。盗に不 (あら)ずして不仁不義たり、之を盗に不ずと謂ふは、可ならんや。菫 (きん)の毒 (どく)、能く人を殺し、亦た能く病 (びやう)を治 (なほ)す。医 (い)の良 (りやう)なる者之を使 (つか)ふ。盗能く人を殺し、亦た能く盗を攻 (せ)む。亦た顧 (た)だ其の之を使ふ者の如何 (いかん)のみ。吾 (われ)故 (ゆゑ)に其の事 (こと)を志 (しる)し、才 (さい)を用 (もち)ゐる者をして聞知 (ぶん　ち)し、吏は不仁にして盗は仁ならしむること勿 (な)からしめんとす。」と。












【現代語訳】
　中山の地のある者が、故郷を逃げ出した者たちを集めて盗賊にし、江淮の地の間で往き来していた。今だかつて農家の建物の鶏や犬・商人の子女を掠奪せず、必ずある州ある郡の役人で欲張りで狼のように凶暴な者を調べ、夜中その家にやって来て、その主人を生け捕りにし、柱に両手を後ろ手に縛り、盗賊は高みに座って、刀を持つ者にその（主人の）脂肪・肉をえぐらせて、逆にその口に食べさせて、その主人に問うて言った「苦しいか（痛いか）。」と。主人は泣き叫んで言った「苦しい、苦しい（痛い、痛い）。」と。盗賊は言った「おまえは民の労働の結晶である膏血をえぐったが、その痛みはまったくこのようなものであった。」と。ことごとくその財産を取り上げ、これを四方に通じる大通りに置いて、民に争ってそれを取らせて、その主人を殺し、その家を焼いた。
　楊子が言った「問３巡検使が汚職する役人を裁かないことが、ずいぶん長く続いていることよ。そして盗賊がその裁きをうまくできている。その親玉を殺し、その妻子に（手を）及ぼさないのは、仁である。所蔵される金品を取り尽くしてそれを民に返すのは、義である。ああ、盗賊であって仁義でいる、これを盗賊というのは、よいだろうか。盗賊ではなくて不仁不義でいる、これを盗賊ではないと言うのは、よいだろうか。トリカブトの毒は、人を殺すことができ、また病気を治すこともできる。医者ですぐれた者がそれを使っている。（同じように）盗賊は人を殺すことができ、また盗賊を討つこともできる。まったくただそれを使う者がどうするかだけのことである。私はだからこのことを書き記し、人材を用いる者に聞かせてよく理解させ、役人が不仁で盗賊が仁といったことにさせることが決してないようにさせたいのだ。」と。



